
 

 

 

 

日本共産党野洲市委員会         
２０２６年８月１０日  №５９４ 
 

小菅康子 比江 668-３ （電話・ＦＡＸ）５８９－４９７１ 
工藤義明 小篠原８７９ （電話・ＦＡＸ）５８８－１８５６ 
野並享子 北野１-7-10 （電話・ＦＡＸ）５８７－０９８５ 
東郷正明 比江８６４  （電話・ＦＡＸ）５８９－４１５８     
 
日本共産党野洲市委員会が見解を発表しましたのでお知らせします 

 
 

日本共産党野洲市委員会が実施しました、「暮らしのアンケー

ト」に多数のご回答をお寄せいただきました。ありがとうござい

ました。回答では「生活が苦しくなった」が７４％、「物価高対策に

望むこと」では消費税の減税を求める声が過半数を超えました。

暮らしの要求実現へ引き続きがんばります。  

「やす民報」は、しんぶん「赤旗」とともにお届けしています。ぜひお読みください。日刊紙３４９７円、日曜版９９０円、滋賀民報４７０円 

 

 

共産党野洲市議団 検索 

 広島・長崎に原爆が投下されてから８０年。被爆者と日本

国民は核兵器廃絶を訴え、２０１７年には国連で核兵器禁止

条約が採択されました。２０２４年には日本被団協にノーベ

ル平和賞が授与されました。 

 しかし、世界にはいまも１２０００発の核兵器が保有されて

います。いまこそ唯一の被爆国である日本政府が核兵器禁

止条約に署名・批准し、核保有国に禁止条約への参加を呼

びかけるべきです。ところが自公政権はアメリカの核兵器

抑止論に追随し、核兵器廃止に背を向けています。事実、６

日の広島平和記念式典で石破首相は、まるで核兵器禁止

条約は存在しないかのように一言も触れず、事実上、「核抑

止力論」に固執しました。 
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核兵器禁止条約促進を求める決議 反対した国    
核保有国、ＮＡＴО

加盟国、日本、韓

国など 

      
       

消費税の減税      ５２％ 
       

年金の引き上げ      ４９％ 
       

国保・介護保険料引き下げ      ４７％ 
       
定額給付金の実施   １８％  
     
賃金の引き上げ   １８％  

 

 
 

        

苦しくなった  ７４％ 
         

変わらない  １９％     
         

わからない  ７％      

 


